
アルコール度数 ： 50 . 9％
希望小売価格 ： 5 4 8 , 0 0 0円(税別)

ポートエレン 39年

お酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・
乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。お酒は楽しく適量で。

P O R T  E L L E N  3 9 Y O

MHD モエ ヘネシー ディアジオ株式会社

テイスティングノート

色 ： 輝く金色の琥珀。絶妙なビーディング

香り ： 柔らかなピートで始まるが、わずかに刺激がある。濃厚
な果実、サルタナ、メロン、かすかなジンジャーエールにライム。

その奥には、ハチミツと蜜蝋に続いてホワイトチョコレート、焦

げたトースト。加水するとよりスムースで柔らかい印象。軽いワ

インの後に、熟したバナナと新鮮なフルーツサラダの甘み。

ボディー ： ソフト

味わい ： 滑らかな舌触り、甘く、塩気があり後にスモー
キー。 冷たく刺激のあるミントと煙がホワイトチョコレート

とフルーツサラダに変化する。加水すると潮や乾燥ハーブが

顔を出す。チョコレート、ミント、包み込むようなテクス

チャーに、生姜とワインのほろ苦さがバランスを取る。

フィニッシュ ： 複雑でスパイシー、絶妙なバランスが最後
まで続く。加水によってソフトな印象になるが、焦点は合っ

たまま。

蒸留所について

ポートエレンは1825年、かの有名なアイラの南岸にモルトミル(製麦所)として設立されました。

1833年から1892年にかけて、ジョン・ラムゼイの元で一大蒸留所へと発展を遂げました。

北米と直接取引を行っていたラムゼイは1848年、ウイスキーをより大きなカスクに詰めたまま輸出し、輸出までは保税倉庫で保管してお

くことに成功しました。このシステムは長きに渡り有効なものとなりました。彼が建設した倉庫は今日もまだ残っており、重要文化財の指

定を受けています。1867年に蒸留所は再建され、1983年に閉鎖されるまで、1970年代を通じて蒸留を続けてきました。

ポートエレンの名前は現在でもアイラ島の製麦所の名前として残っています。
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タリスカー 40年

お酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・
乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。お酒は楽しく適量で。

T A L I S K E R  4 0 Y O

MHD モエ ヘネシー ディアジオ株式会社

テイスティングノート

色 ： 深く澄んだゴールド、長いビーディング。 

香り ： 丸みがあり芳醇、少しの刺激。サルタナの甘いフルー
ティさ、洋なしのシロップ漬け、オレンジピール、白檀。海藻の

塩気、海辺の空気、わずかにスモーキーな粗糖。加水するとバ

ター、ペストリー、ワクシー。

ボディー ： ミディアムで芳醇

味わい ： 極めて魅力的。非常にスムースで軽く包み込むよ
うなテクスチャーが素晴らしい。白ブドウのフルーティな甘

さに始まり、サルタナ。香ばしい海潮、刺激と黒胡椒。甘い

風味が押し寄せ、トウガラシと芳しい煙。全体に絶妙なバラ

ンスと力強さ。加水すると炎は収まるがライオンの野性は消

えない。 

フィニッシュ ： 長く、暖かい。舌を刺激するナッティーさ、暖
炉の残り火、キャンドルの残り香。

蒸留所について

タリスカーはスカイ島で最も歴史ある蒸留所。「MADE BY THE SEA」 というタグラインのとおり、1830年の創業時から海に育まれてき

た。香りと味わいがスカイ島の荒々しい自然環境を思わせ、タリスカーほど自らの出自を味わいで語るモルトは少ない。力強く荒々しいが、そ

れこそがタリスカーの魅力。荒れている海からの暖かい歓迎のよう。

タリスカーの強烈なキャラクターは蒸留所の近くの泉から取る天然水、特殊なウォッシュスチルとワームタブ冷却器で生まれる。また45.8％

という珍しいアルコール度数も含め、タリスカーはその他のモルトとは一線を画している。

アルコール度数 ： 50％
希望小売価格 ： 310 , 0 0 0円(税別)
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アルコール度数 ： 49 . 2％
カスクストレングス
希望小売価格 ： 55 0 , 0 0 0円(税別)

ブローラ 40年

お酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・
乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。お酒は楽しく適量で。

B R O R A  4 0 Y O

MHD モエ ヘネシー ディアジオ株式会社

テイスティングノート

色 ： 透き通った琥珀色。細く長いビーディング。良好な粘度。

香り ： 最初に少しピクルス、甘いピート、トフィー、ヨウ素と煙が
漂う。リッチで甘いフルーツ、熟した無花果、レーズン。火と硫黄。

加水すると麻袋、上質なツイード、倉庫。陸海空すべての要素を持

ち、軽やかに調和する。

ボディー ： ミディアム、スムース

味わい ： 絶妙な滑らかさ、軽くワックスのようなテクスチャー、
そして力強く、濃厚で、甘苦く、芳しく、最後はスモーキーで、バ

ランスと持続性に優れる。全体に豊かなワインとフルーティー

さ、そこにドライ無花果とデーツ。スパイシーさと増してゆくス

モーキーな暖かみ、 白胡椒。

ストレートが素晴らしいが、ほんの少量の加水により甘みが増

し、ミントの香りが感じられる。深みのあるミント飴。これを抑

制されつつ確実に存在するスモーキーさが支える。

フィニッシュ ： 非常に長くリッチ、甘く暖かく、白胡椒が多く含
まれており、軽くスモーキーな後味が続く。

加水すると、さらに甘くクールなミント、最後は軽くドライ。

蒸留所について

1819年にクライヌリシュ蒸留所として、スタフォード侯（後のサザーランド公）が設立しました。 モルトウイスキー専業の蒸留所として、スコッ

トランドでは最も歴史の長い蒸留所のひとつです。 1896年にエインズリー&カンパニー社に売却され、1897年に改修、蒸気動力が導入さ

れましたが、1931-1938年、1941-1945年は閉鎖されました。1967-68 年に新しい蒸留所（現クライヌリッシュ蒸留所）が建設されると、それ

まで使われていた古い蒸留所は閉鎖されました。1975年にマッシュ棟を再建し、古い蒸留所が操業を再開しました。この蒸留所はブローラ

と名付けられ、現クライヌリシュ蒸留所の隣で、強くピートを利かせた「アイラスタイル」のウイスキーの蒸留を続けましたが、1983年にはま

た閉鎖されてしまいます。長期熟成に耐えるとても大きな味わいのウイスキーは、現在ではほんのわずかの原酒しか残していません。
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